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調
布
市
で
は
、「
豊
か
な
芸
術
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
育
む
ま

ち
づ
く
り
宣
言
」
の
も
と
、
芸
術
・
文
化
の
振
興
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
が
、
文
化
協
会
の
皆
様
に
は
、
様
々
な
場
面
に
お
い
て
、
ご

協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、今
年
で
六
十
四
回
を
迎
え
る
市
民
文
化
祭
を
は
じ
め
、様
々

な
事
業
を
通
し
て
活
発
な
市
民
文
化
の
交
流
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
長
き
に
わ
た
る
文
化
活
動
に
感
銘
を
受
け
ま
す
と

共
に
、
皆
様
の
日
々
の
活
動
が
、
調
布
の
市
民
文
化
・
芸
術
活
動
の

礎
と
な
っ
て
い
る
と
改
め
て
実
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
調
布
市
で
は
、
九
月
二
十
日
に
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
が
開
幕
し
、
来
年
に
は
東
京
２
０
２
０
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
の
観
戦
者
の
約
三
割
は
外
国
か
ら
訪
れ

る
方
と
想
定
さ
れ
、
そ
の
機
会
を
捉
え
、
国
内
外
の
多
く
の
方
に
、

調
布
の
芸
術
・
文
化
の
魅
力
を
発
信
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
文
化
の
融
合
、

文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
催
が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
市
と
い
た
し

ま
し
て
も
、市
民
の
皆
様
や
調
布
を
訪
れ
る
方
に
と
っ
て「
楽
し
か
っ

た
想
い
出
」
と
な
る
文
化
事
業
の
展
開
、
さ
ら
に
は
、
次
世
代
へ

の
継
承
や
誰
も
が
芸
術
文
化
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組

む
な
ど
、
文
化
協
会
の
皆
様
の
ご
協
力
も
い
た
だ
き
な
が
ら
、
多

く
の
方
が
芸
術
・
文
化
に
触
れ
る
機
会
を
創
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
「
平
成
」が
終
わ
り
、新
し
く「
令
和
」の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
た
な
元
号
で
あ
る
「
令
和
」
は
、
万
葉
集
の
文
言
か
ら
の
引
用

で
、「
人
々
が
美
し
く
心
を
寄
せ
合
う
中
で
、
文
化
が
生
ま
れ
育
つ
」

と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
香
り
高
き
文
化
を
次
世
代
に
継
承
し
て

い
く
、
一
人
ひ
と
り
が
明
日
へ
の
希
望
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
の
花

を
大
き
く
さ
か
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
」
と
い
う
願
い
が
込

め
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

今
年
の
市
民
文
化
祭
の
テ
ー
マ
も
「
新
し
い
時
代
へ
、
繋
い
で

い
こ
う
文
化
の
道
」
に
決
定
し
、
実
行
委
員
会
の
皆
様
を
中
心
に

準
備
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
文
化
の
発
展
に
向
け
て
、
文
化
協
会
の
皆
様
と

共
に
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

第 63 号

　
　
新
た
な
時
代
へ
「
文
化
を
繋
ぐ
」

　
　
　
　
　
　
　
調
布
市
生
活
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
次
長　

榊　

美
佐　
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第
53
回
定
期
総
会
が
、
標
記
の
通
り

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

加
藤
弘
子
会
長
挨
拶
に
始
ま
り
、
ご

来
賓
を
代
表
し
て
荒
井
芳
則
副
市
長
及

び
田
中
久
和
市
議
会
議
長
よ
り
ご
祝
辞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

議
長
に
歌
謡
同
好
会
連
盟
の
海
老
澤

勇
氏
、
書
記
に
文
化
協
会
の
榎
本
和
江
氏

が
指
名
さ
れ
、
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

　

第
1
号
議
案  
平
成
30
年
度
事
業
報
告

　

第
2
号
議
案  

平
成
30
年
度
一
般
会
計

決
算
報
告
及
び
会
計
監
査
報
告
が
行
わ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
3
号
議
案 

令
和
元
年
度
事
業
計

画︵
案
︶

　

第
4
号
議
案  

令
和
元
年
度
一
般
会

計
予
算
︵
案
︶
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

調
布
市
文
化
協
会
令
和
元
年
度
役
員

﹇
会
長
﹈

　
加
藤　

弘
子
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

﹇
副
会
長
﹈

　
小
川　

美
代
子
（
書
道
連
盟
）

　

齋
藤　

泰
子
（
工
芸
美
術
協
会
）

﹇
事
務
局
長
﹈

　
齋
藤　

泰
子
（
工
芸
美
術
協
会
）

﹇
会
計
﹈

　
粕
谷　

和
子
（
書
道
連
盟
）

　
平
野　

美
樹
（
民
謡
舞
踊
好
友
会
）

﹇
庶
務
﹈

　
田
代　

せ
つ
子
（
三
曲
協
会
）

　

横
山　

美
紗
子
（
歌
謡
同
好
会
連
盟
）

　

有
川　

和
子
（
美
術
協
会
）

　

榎
本　

和
江
（
い
け
ば
な
連
盟
）

﹇
会
計
監
査
﹈

　

今
中　

秀
昌
（
将
棋
連
盟
）

　

鈴
木　

ゑ
み
（
大
正
琴
連
盟
）

﹇
退
任
﹈

　

岳
野　

勝
治
（
奇
術
協
会
）

　

吉
田　

正
夫
（
調
布
映
像
協
会
）

　

山
岸　

直
子
（
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
協
会
）

　

齋
藤　

一
正
（
歌
謡
同
好
会
連
盟
）

第
64
回

調
布
市
民
文
化
祭
の
ご
案
内

開
催
期
間　

　

10
月
17
日︵
木
︶～
11
月
17
日︵
日
︶

今
回
の
テ
ー
マ

「
新
し
い
時
代
へ
、繋
い
で
い
こ
う
文
化
の
道
」

　

10
月
17
日︵
木
︶開
会
式
・
記
念
公
演
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、
飯
守
朝
子
さ
ん

の
バ
イ
オ
リ
ン
・
五
十
嵐
薫
子
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
演
奏
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

10
月
19
日
︵
土
︶20
日
︵
日
︶に
は
﹁
文

化
フ
ェ
ス
タ
﹂が
調
布
市
役
所
前
庭
に

て
開
催
さ
れ
、エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
会
・
ア
マ

チ
ュ
ア
無
線
ク
ラ
ブ
の
発
表
、そ
の
他

多
数
の
催
し
物
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、﹁
展
覧
・
展
示
部
門
7
団
体
﹂

﹁
大
会
・
発
表
部
門
18
団
体
﹂の
発
表
が

順
次
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、期
間
中
の
10
月
26
日︵
土
︶～

11
月
3
日︵
日
︶は
、東
部
・
西
部
・
北
部

各
公
民
館
を
中
心
と
し
た
地
域
文
化
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

第
53
回
定
期
総
会
開
催
さ
れ
る
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五
月
十
九
日︵
日
︶～
二
十
日︵
月
︶、

伊
豆
市
文
化
協
会
と
の
研
修
交
流
に
出

発
し
ま
し
た
。

　

途
中
渋
滞
も
な
く
予
定
よ
り
早
い

為
、
先
に
三
嶋
大
社
を
拝
観
し
、
木
々

が
深
々
と
し
て
景
色
も
美
し
い
境
内
を

散
策
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
伊
豆
市
文
化
協
会
の
樋
川

様
は
じ
め
役

員
の
皆
様
の

大
変
丁
重
な

お
迎
え
を
頂

い
て
の
昼
食

を
す
ま
せ
、

交
流
会
場
の

﹁
伊
豆
市
役

所　

修
善
寺

生
き
生
き
プ

ラ
ザ
﹂
に
向

い
ま
し
た
。

　

伊
豆
文
化
協
会
は
、
修
善
寺
町
、

中
伊
豆
町
、
天
城
湯
个
島
町
、
土
肥

町
の
四
町
が
合
併
し
伊
豆
市
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
文
化
協
会
が
合
併

し
て
平
成
十
六
年
に
設
立
、
百
十
八

団
体
、
会
員
数
千
八
十
三
名
と
の
こ

と
で
す
。

　

調
布
市
文
化
協
会
か
ら
三
十
二
名
、

伊
豆
市
文
化
協
会
か
ら
二
十
五
名
の
出

席
が
あ
り
、
小
川
道
雄
氏
の
進
行
に
よ

り
、
数
日
前
に
ご
逝
去
さ
れ
た
村
田
会

長
へ
の
黙
祷
後
、
交
流
・
懇
談
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

限
ら
れ
た
時
間
で
し
た
が
、
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
、
活
発
な
意
見
交
換
が
あ
り

有
意
義
な
研
修
交
流
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
修
善
寺
を
拝
観
、
又

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
自
転
車
競
技
場
﹁
伊
豆

ベ
ロ
ド
ロ
ー
ム
﹂
を
訪
れ
ま
し
た
。
改

修
工
事
の
為
バ
ス
の
中
か
ら
の
見
学
と

な
り
ま
し
た
が
、
職
員
の
方
か
ら
競
技

場
の
周
長
や
傾
斜
角
度
等
の
説
明
を
受

け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

翌
日
は
、
二
〇
一
五
年
に
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
た
韮
山
反
射
炉
を
見
学
。
伊

豆
市
文
化
協
会
会
員
の
ガ
イ
ド
の
方
の

説
明
を
お
聞
き
し
、
幕
末
か
ら
明
治
、

大
正
、昭
和
の
日
本
の
歴
史
の
流
れ
や
、

人
々
の
熱
い
思
い
を
改
め
て
知
る
事
が

出
来
ま
し
た
。

　

御
殿
場
プ
レ
ミ
ア
ム
・
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
に
寄
り
帰
路
に
着
き
ま
し
た
。

　
　

伊
豆
市
文
化
協
会
と
の
交
流
懇
談
会

　
　
　

副
会
長　
　
　
　
　
　
　

　
　
文
化
協
会　

事
務
局
長　

齋
藤　

泰
子　

様
は
じ
め
役

員
の
皆
様
の

大
変
丁
重
な

お
迎
え
を
頂

い
て
の
昼
食

を
す
ま
せ
、

交
流
会
場
の

﹁
伊
豆
市
役

所　

修
善
寺

生
き
生
き
プ

ラ
ザ
﹂
に
向

い
ま
し
た
。

け
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

韮山反射炉



　

大
自
然
に
恵
ま
れ
た
伊
豆
市
へ
、
文

化
交
流
に
良
い
思
い
出
の
旅
で
し
た
。

　

修
善
寺
に
バ
ス
が
着
き
ま
し
た
時
に

は
協
会
の
役
員
の
方
々
の
お
出
迎
え
を

頂
き
、
昼
食
の
ご
案
内
を
し
て
下
さ
い

ま
し
た
。
修
善
寺
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
で

交
流
、
ボ
タ
ン
一
つ
で
階
段
式
椅
子
が

後
へ
畳
ま
れ
て
収
納
さ
れ
広
い
ホ
ー
ル

に
な
り
ま
す
。伊
豆
ベ
ロ
ド
ロ
ー
ム︵
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

自
転
車
競
技
会
場
︶
へ
、
山
の
上
に
大

き
な
丸
い
建
物
︵
中
は
工
事
中
︶
で
見

学
出
来
ま
せ
ん
が
副
会
長
さ
ん
が
先
に

来
て
待
っ
て
い
て
下
さ
い
ま
し
た
。
車

の
走
る
所
は
斜
面
が
木
で
出
来
て
い
る

そ
う
で
す
。
ホ
テ
ル
で
も
食
べ
切
れ
な

い
ほ
ど
の
海
の
幸
に
満
足
し
な
が
ら
楽

し
い
一
時
で
し
た
。
朝
晴
れ
韮
山
反
射

炉
︵
世
界
遺
産
︶
に
こ
れ
も
文
化
協
会

の
方
の
説
明
付
き
で
楽
し
く
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
御
殿
場
の
ア
ウ
ト
レ
ッ

ト
に
寄
っ
て
ゆ
っ
く
り
と
買
物
を
楽
し

み
帰
路
の
バ
ス
へ
。

　

伊
豆
市
の
役
員
の
方
々
の
お
心
使
い

調
布
市
の
役
員
の
皆
さ
ん︵
武
田
氏
も
︶

の
気
く
ば
り
が
あ
っ
て
ほ
ん
と
う
に
楽

し
い
充
実
し
た
旅
で
し
た
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝

　

今
年
は
伊
豆
市
文
化
協
会
と
の
交
流

会
で
す
。
お
天
気
も
良
く
七
時
前
に
は

参
加
者
も
揃
い
、
目
的
地
へ
気
持
ち
を

向
け
て
出
発
。
途
中
渋
滞
も
な
く
少
し

早
め
の
到
着
で
し
た
。

　

交
流
会
で
は
伊
豆
市
代
表
の
方
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
双
方
の
活
動
内
容
な
ど

発
表
が
あ
り
、
多
く
の
団
体
が
熱
心
に

活
動
さ
れ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
し
た

が
発
足
以
来
、
他
県
と
の
交
流
は
調
布

市
が
初
め
て
と
の
こ
と
で
す
。
折
々
に

細
か
い
気
遣
い
を
頂
き
心
に
残
る
交
流

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
所
々
の
見
学
も
旅
程
に
組
ま

れ
て
お
り
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

今
回
は
参
道
の
奥
に
重
要
文
化
財
の

御
殿
が
鎮
座
す
る
三
嶋
大
社
で
少
々
の

お
賽
銭
で
多
く
の
お
願
い
を
し
、
又
世

界
唯
一
の
産
業
遺
産
で
あ
る
韮
山
反
射

炉
で
は
案
内
人
の
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

説
明
に
先
人
の
知
恵
と
苦
労
を
深
く
感

じ
ま
し
た
。

　

終
わ
り
に
二
日
間
の
交
流
会
を
楽
し

く
無
事
に
過
ご
す
事
が
出
来
、
こ
れ
も

三
嶋
大
社
参
拝
の
ご
利
益
で
し
ょ
う
か
。

会      　報調布市文化協会 令和元年 7 月 10 日　⑷　
　
　
　
　

研
修
交
流
に
参
加
し
て

　

調
布
市
民
謡
舞
踊
好
友
会　
　
伊
藤　

京
子

　
　

歌
謡
同
好
会　
　
　
　
　
　
横
山　

美
紗
子

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
感
謝

三
嶋
大
社
参
拝
の
ご
利
益
で
し
ょ
う
か
。



会      　報
　

六
月
六
日︵
木
︶十
八
時
～
十
九
時

の
一
時
間
、
文
化
会
館
た
づ
く
り

六
〇
一
・
六
〇
二
会
議
室
に
長
友
貴
樹

調
布
市
長
を
お
招
き
し
て
、
文
化
協
会

理
事
の
方
々
と
懇
談
会
を
催
し
ま
し

た
。

　

冒
頭
市
長
の
ご
挨
拶
で
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
二
年
連
続
で
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
有
り
ま
す
が
、
文

化
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
大
事
で
あ
る
と
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

他
に
、
グ
リ
ー
ン
ホ
ー
ル
建
て
替
え
に

つ
い
て
、
今
年
度
中
に
整
備
方
針
の
策

定
に
向
け
、
担
当
部
署
が
利
用
者
の
意

見
を
お
聴
き
し
ま
す
。
又
、
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
建
て
替
え
に
関
し
て
は
未
定

で
あ
り
、
使
う
方
あ
っ
て
な
の
で
充
分

意
見
を
お
聴
き
し
て
進
め
て
参
り
ま
す

等
々
、
質
問
要
望
に
丁
寧
な
ご
説
明
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
に
、サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、

二
〇
二
〇
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
音
頭
な
ど
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
締
め
く
く
り
、
懇

談
会
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

今
年
も
恒
例
と
な
り
ま
し
た
実
技
講

座
を
五
月
三
日
、
十
七
日
に
た
づ
く
り

学
習
室
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
成
果

と
致
し
ま
し
て
は
、
全
く
の
初
心
者
も

十
七
名
お
り
ま
し
た
が
終
わ
っ
て
の

感
想
は
囲
碁
の
楽
し
さ
を
初
め
て
知
っ

た
、
こ
の
講
座
を
是
非
継
続
し
て
欲
し

い
と
い
う
要
望
が
強
く
で
ま
し
た
。
そ

こ
で
今
年
も
昨
年
に
続
き
囲
碁
連
盟
主

催
の
初
心
者
囲
碁
教
室
を
開
設
致
し
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
新
人
だ
け
を
集
め
新

人
同
士
の
対
局
を
重
視
し
、
疑
問
点
は

先
生
に
質
問
し
、
又
先
生
か
ら
今
打
っ

た
一
手
に
対
す
る
鋭
い
質
問
が
飛
ん
で

き
ま
す
。
ま
た
棋
力
で
行
き
詰
ま
っ
た

人
が
、
こ
の
入
門
講
座
で
基
礎
か
ら
見

直
し
棋
力
が
向
上
し
た
と
い
う
例
も
あ

り
ま
す
。

　

次
回
も
囲
碁
を
楽
し
む
実
技
講
座
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

調
布
市
長
と
語
る
懇
談
会　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
協
会　

榎
本　

和
江　
　
　

⑸　令和元年 7 月 10 日 調布市文化協会

　

囲
碁
入
門　
囲
碁
連
盟　

木
村　

裕　

実　
　

技　
　

講　
　

座

た
。



　

初
心
者
の
た
め
の
将
棋
講
座

　
　
　
　
　

   　
将
棋
連
盟　

元
木　

勇

　

五
月
十
四
日
・
二
十
一
日　
＂
花
と

遊
ぶ
＂
を
催
す
。

　

両
日
生
憎
の
雨
の
中
、
キ
ャ
ン
セ
ル

も
な
く
、
全
員
参
加
、
和
気
あ
い
あ
い

和
や
か
に
無
事
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

　

年
令
も
四
十
代
～
八
十
代
と
巾
広

く
、
同
じ
花
材
と
花
器
な
の
に
、
一
人

一
人
感
性
豊
か
に
個
性
の
出
た
作
品
に

仕
上
り
、
皆
様
満
足
そ
う
に
、
自
分
の

作
品
を
写
真
に
納
め
、
そ
の
ま
ま
持
ち

帰
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
の
作
品
に
逆
に
刺
激

を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
大
変
に
楽
し

く
有
意
義
な
る
時
間
で
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
全
員
に
満
足
頂
け
た

と
信
じ
、
こ
の
時
間
の
た
め
、
お
力
添

え
頂
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ

り
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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今
回
は
令
和
最
初
の
講
座
で
あ
り
出

足
も
順
調
で
最
終
的
に
は
二
十
五
名
の

参
加
を
頂
き
ま
し
た
。
初
日
に
は
講
座

に
入
る
前
に
参
加
者
の
希
望
を
聞
き
、

全
く
の
初
歩
か
ら
習
い
た
い
方
、
既
に

家
族
友
人
か
ら
大
ま
か
な
知
識
は
あ
り

実
戦
を
通
し
て
学
び
た
い
方
と
二
つ
の

グ
ル
ー
プ
に
分
け
ま
し
た
。
全
く
の
初

心
者
に
対
し
て
は
、
経
験
の
あ
る
連
盟

役
員
に
よ
り
テ
キ
ス
ト
に
添
っ
て
駒
の

名
称
か
ら
教
え
最
終
日
に
は
一
手
詰
め

の
詰
将
棋
を
覚
え
て
頂
き
ま
し
た
。
一

方
実
戦
を
希
望
す
る
方
々
を
更
に
二
組

に
分
け
指
導
対
局
と
詰
将
棋
の
解
説
を

交
互
に
行
い
ま
し
た
。
指
導
対
局
は
中

村
九
段
を
主
と
し
て
行
い
、
詰
将
棋
解

説
は
連
盟
役
員
が
担
当
し
ま
し
た
。
以

上
で
あ
っ
と
云
う
間
の
三
日
間
が
終
了

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
様
に
は
こ
れ
を
機
会
に

将
棋
を
続
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
連
盟
と
し
ま
し
て
も
常
設
の
初
心

者
講
座
の
外
、
研
修
会
も
実
施
し
て
居

り
ま
す
の
で
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
本
講
座
の
実

施
に
あ
た
り
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た

文
化
協
会
並
び
に
﹁
た
づ
く
り
﹂
の
関

係
者
の
方
々
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
　

花
と
遊
ぶ
　
い
け
ば
な
連
盟　

鈴
木　

康
子　
　
　

実　
　

技　
　

講　
　

座
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令
和
元
年
六
月
八
日
・
十
五
日
・
延

三
十
四
名
の
参
加
で
の
夜
間
講
習
会
で

し
た
。参
加
の
動
機
は﹁
老
人
会
で
・・・
﹂

﹁
職
場
で
の
隠
し
芸
に
・
・
・
﹂
等
々

参
加
意
欲
は
充
分
で
し
た
。

　

冒
頭
、
文
化
協
会
主
催
事
業
で
あ
る

事
。
マ
ジ
ッ
ク
三
原
則
を
お
話
し
、
早

速
模
範
演
技
に
、﹁
何
で
そ
う
な
る
の
﹂

﹁
わ
か
ら
な
い
・
・
・
﹂﹁
む
ず
か
し
い
﹂

の
お
声
が
多
か
っ
た
の
で
す
が
、
補
助

者
達
の
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
の
指
導
で
次
々

と
マ
ス
タ
ー
し
、
だ
ん
だ
ん
と
緊
張
が

取
れ
て
笑
顔
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。

　

二
日
目
に
は
皆
さ
ん
和
や
か
に
隣
同

士
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
自
信
が
付
い
て

競
っ
て
、
前
に
出
て
演
技
を
さ
れ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
両
日
共
天
候
不
順
で
体
調
を

崩
し
、
延
六
名
の
方
々
が
欠
席
さ
れ
た

の
は
残
念
で
し
た
。︵
そ
れ
ぞ
れ
両
開

催
を
希
望
︶
し
か
し
参
加
の
方
々
か

ら
は
初
め
の
お
顔
と
違
っ
た
輝
や
い
た

お
顔
で
﹃
大
変
勉
強
さ
せ
て
頂
き
有
難

か
っ
た
。
今
後
に
役
立
て
た
い
。﹄
と

の
お
声
で
し
た
。

安
げ
な
ご
様
子
が
目
に
つ
き
ま
し
た

が
、
講
師
の
先
生
の
分
か
り
や
す
い
、

丁
寧
な
ご
指
導
に
、
時
の
経
つ
の
も
忘

れ
て
熱
心
に
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
書

道
を
身
近
に
感
じ
、
日
常
の
暮
ら
し
の

中
に
取
り
入
れ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

実　
　

技　
　

講　
　

座

　

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
の
普
及
に
よ

り
、
手
書
き
を
す
る
機
会
が
め
っ
き
り

減
っ
て
き
た
と
感
じ
る
方
も
多
く
い

ら
っ
し
ゃ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
が
、
ま

だ
ま
だ
、
の
し
袋
や
芳
名
を
手
書
き
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
面
が
沢
山
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
講
座
で
は
、
小
筆
に
よ
る
細

字
楷
書
が
美
し
く
書
け
る

こ
と
、
そ
の
上
で
、
の
し

袋
や
の
し
紙
の
表
書
き
を

ル
ー
ル
に
則
っ
た
書
き
方

で
美
し
く
仕
上
げ
る
こ
と

に
ポ
イ
ン
ト
を
置
き
ま
し

た
。

　

初
心
者
の
方
も
多
く
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
座
ス
タ
ー
ト
時
は
、
不

の
お
声
で
し
た
。

　

暮
ら
し
の
中
の
書

〜
表
書
き
を
美
し
く
書
く
〜

書
道
連
盟　

粕
谷　

和
子　
　
　
　

　

初
め
て
の
マ
ジ
ッ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奇
術
協
会　

岳
野　

勝
治       　
　
　
　



 

調
布
よ
さ
こ
い
二
〇
一
九

　
　

令
和
元
年
8
月
25
日（
日
）

　

元
号
が
令
和
と
な
り
、
新
し
い
気
持

ち
で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

調
布
市
で
は
今
年
の
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
、
来
年
の
２
０
２
０
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
大
き

な
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
続
き
ま
す
。

　

そ
の
中
で
五
月
十
日
に
第
六
十
四
回

市
民
文
化
祭
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
文
化
祭
テ
ー
マ
が
﹁
新
し
い

時
代
へ
、
繋
い
で
い
こ
う
文
化
の
道
﹂

と
決
ま
り
、
調
布
市
民
の
芸
術
・
文
化

の
発
展
と
地
域
社
会
へ
の
貢
献
を
め
ざ

し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
共
に
文

化
活
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
報
発
行
に
あ
た
り
、
寄
稿
い
た
だ

い
た
方
々
に
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

榎
本　

和
江　
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●  

編
集
後
記  

●

祝 
記
念
事
業

い
け
ば
な
連
盟
創
立
10
周
年
記
念

春
の
い
け
ば
な
展

日
　
時　

4
月
13
日
・
14
日

場
　
所　

文
化
会
館
・
た
づ
く
り

　
　
　
　

南
・
北
ギ
ャ
ラ
リ
ー

祝
賀
会

日
　
時
　
5
月
11
日

場
　
所
　
調
布
ク
レ
ス
ト
ン
ホ
テ
ル

令
和
元
年
度
７
月
以
降

　

実
技
講
座
実
施
予
定

公
民
館
　
職
員
異
動

東
部
公
民
館

 

田
中　

美
佐
氏 

︵
新
館
長
︶

 

塩
足　

眞
氏 

︵
前
館
長
︶

西
部
公
民
館

 

神
戸　

聡
氏 

︵
新
館
長
︶

 

福
澤　

明
氏 

︵
前
館
長
︶

北
部
公
民
館

 

福
澤　

明
氏 

 ︵
新
館
長
︶

 

新
井　

英
人
氏   ︵
前
館
長
︶

カ
ラ
オ
ケ
実
技
講
座
　
初
級
・
中
級

　
　

調
布
市
歌
謡
同
好
会
連
盟

実
施
日　

 

7
月
6
日
（
土
）　　
　
　
　
　

 
 

7
月
13
日
（
土
）

時
　
間　

 

13
時
〜
16
時

会
　
場 

第
一
・
第
二
音
楽
練
習
室

初
心
者
剣
舞
実
技
講
座

　
　

調
布
市
吟
剣
詩
舞
道
連
盟

実
施
日　

 

9
月
7
日
（
土
）

　
　
　
　

 

9
月
14
日
（
土
）

　
　
　
　

 

9
月
21
日
（
土
）

時
　
間　

 

13
時
30
分
〜
16
時

会
　
場 

一
〇
〇
一
学
習
室

皆
で
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う

　
　

調
布
市
民
謡
舞
踊
好
友
会

実
施
日　

 

10
月
1
日
（
火
）

　
　
　
　

 

10
月
8
日
（
火
）

時
　
間　

 

10
時
〜
12
時

会
　
場 

和
室
「
百
日
紅
」「
花
水
木
」

初
め
て
弾
く
大
正
琴

　
　

調
布
市
大
正
琴
連
盟

実
施
日
　 

11
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　

 

12
月
1
日
（
日
）

時
　
間
　 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

会
　
場 

研
修
室

初
心
者
も
楽
し
く
踊
り
ま
し
ょ
う

　
　

調
布
市
ハ
ワ
イ
ア
ン
フ
ラ
協
会

実
施
日
　 

11
月
30
日
（
土
）

　
　
　
　

 

12
月
8
日
（
日
）

時
　
間　

 

13
時
30
分
〜
15
時

会
　
場 

研
修
室

　「
民
謡
舞
踊
好
友
会
参
加
」

　

＊
流
し
踊
り

　
　

旧
甲
州
街
道
／
調
布
〜
布
田
間

　

＊
定
点
踊
り

　
　

調
布
駅
南
口
広
場

　
「
文
化
協
会
」

　

＊
出
店
会
場

　
　

調
布
駅
南
口
広
場

　

＊
模
擬
店
の
「
か
き
氷
」

　
　

一
杯
二
百
円
で
実
施


